2007年度　耳鼻・咽喉・口腔系　本試験　　　　　　12月3日実施

１枚目（岡本）
耳硬化症、浸出性中耳炎、聴神経腫瘍、慢性中耳炎、騒音性難聴、老人性難聴
上記の疾患について聴力検査を用いて鑑別する方法を述べよ。

2枚目（岡本）20点
以下の純音聴力検査からオージオグラムを作成し、左右の難聴を診断せよ。
	周波数(Hz)
	125
	250  
	500  
	1000
	2000
	4000  
	8000  右：　　　　　　　　

左：　　　　　　　　


	右気導(dB)
	70↓
	90↓
	110↓
	110↓
	110↓
	110↓
	100↓

	右骨導(dB)
	 ―
	55↓
	65↓
	70↓
	70↓
	60↓
	 －


	
	左気導(dB)
	45
	40
	35
	35
	40
	45
	45

	左骨導(dB)
	 ―
	-5
	  0
	  0
	  5
	  0
	 －


[image: ]

3枚目（佐野）
内耳蝸牛の生理機能について述べよ。

4枚目（中山）
喉頭癌について述べよ。

5枚目（伊藤）
伝染性単核球症について知ることを述べよ。

6枚目（正来）
気道異物の診断について述べよ。

7枚目（長沼）
前庭眼反射について神経回路をかいて説明せよ。

8枚目（永井）
声帯を動かす筋肉（内喉頭筋）について、その作用と名称について述べよ。

9枚目（鈴木）
アレルギー性鼻炎の三大症状の発症機序について述べよ。
image1.emf

